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No.975大規模
災害発生

　
昨
年
11
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
関
係
機

関
が
参
加
し
、
県
・
市
合
同
で
帰
宅
困
難
者
対

策
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
帰
宅
困
難
者
役
と

し
て
参
加
し
た
約
100
人
を
、
平
塚
駅
構
内
か
ら

指
定
の
一
時
滞
在
施
設
ま
で
誘
導
。
真
剣
な
表

情
で
、訓
練
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
は
昨
年
末
、「
平
塚
市
地
域
防
災
計
画（
地

震
災
害
対
策
計
画
）」を
改
訂
し
、
帰
宅
困
難
者

対
策
な
ど
を
強
化
。
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

◀
詳
し
く
は
２
面
へ

そのとき、あなたは―
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今号と一緒
に

配布 地震・津波対応マニュアル

害
発
生
時
に
は
、
行
政
対
応
に
一

定
の
限
界
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
地
域
住
民
の
防
災
・

減
災
対
策
へ
の
積
極
的
な
参
加
と

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
地
震
防
災
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
計
画
で
は
三
つ
の
基

本
方
針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
大
規
模
災
害
に
備
え
た
体

制
の
整
備

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る

と
、
行
政
機
能
が
大
き
く
低
下
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

行
政
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
災
害
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
実
践
的
か
つ
即
応
性
の
高

い
対
策
の
整
備

　

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
実
践
的

な
対
策
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
の
状
況
に
応
じ
た
適
時
適
切

な
対
応
を
す
る
た
め
、
時
間
的
な

　

改
訂
計
画
は
、
市
内
の
地
震
災

害
に
対
す
る
基
本
的
な
対
応
策
を

定
め
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
３
月

に
公
表
さ
れ
た「
県
津
波
浸
水
予

測
図
」や
同
年
４
月
に
改
訂
さ
れ

た「
県
地
域
防
災
計
画
」と
の
整
合

を
図
り
、
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
防
災
危
機
管
理
課
は「
改
訂

計
画
は
、
東
日
本
大
震
災
の
課
題

や
教
訓
な
ど
を
踏
ま
え
て
見
直
し

ま
し
た
。『
地
震
被
害
の
最
小
化
』

と『
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
』

の
視
点
に
立
っ
て
い
ま
す
」と
説

明
し
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
を
確
立
す
る

に
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
加
え
、
行
政
や
防
災
関
係
機
関

の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
、
さ
ら

に
は
国
・
県
な
ど
関
係
機
関
の
応

援
協
力
体
制
の
整
備
な
ど
が
必
要

で
す
。
特
に
、
大
規
模
な
地
震
災

踏
ま
え
て

東
日
本
大
震
災
を

主
な
改
訂
項
目
は
※「
津
波
対
策
」「
帰
宅
困
難
者

　
対
策
」「
避
難
対
策
」に
つ
い

　
て
は
３
面
で
紹
介
し
ま
す
。

「市地域防災計画（地震災害対策計画）」を改訂

切
迫
性
を
踏
ま
え
た
即
応
性
の
高

い
対
策
を
進
め
ま
す
。

③
市
民
、
企
業
、
関
係
団
体
と

一
体
に
な
っ
た
対
策
の
整
備

　

災
害
時
、
行
政
の
対
応
能
力
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
減
災
対
策

を
確
実
に
進
め
る
た
め
に
は
、
自

ら
の
身
は
自
ら
守
る「
自
助
」と
地

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
地
域

防
災
体
制

・
自
助
と
共
助
を
、
市
民
や
事
業

所
な
ど
の
活
動
方
針
と
し
て
、
防

災
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
対
策

・
避
難
所
な
ど
で
生
活
す
る
こ
と

が
困
難
な
避
難
者
を
受
け
入
れ
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
避
難

所
を
開
設
し
ま
す
。

・
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ラ
ン
個
別
計
画
の
作
成
を
、
自
治

会
や
民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
連

携
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

取
り
組
み

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
災
害

時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
や
受
け
入
れ
、
作

業
配
分
な
ど
を
進
め
ま
す
。

・
円
滑
に
活
動
す
る
た
め
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

広
域
応
援
体
制
な
ど

・「
災
害
時
に
お
け
る
神
奈
川
県

内
の
市
町
村
の
相
互
応
援
に
関
す

　
市
は
昨
年
12
月
26
日
に
開
催
し
た
市
防
災
会
議
で
、「
市
地
域
防
災
計
画
（
地
震
災
害
対

策
計
画
）」
改
訂
案
の
承
認
を
受
け
、
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
「
市
地
域
防
災
計
画
（
地
震
災
害
対
策
計
画
）」
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

問
　
防
災
危
機
管
理
課
☎
21
―
９
７
３
４

三
位
一
体
と
な
っ
た

防
災
体
制
の
構
築

域
で
助
け
合
う「
共
助
」と
の
密
接

な
連
携
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

重
点
対
策
は
五
つ

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
あ
ら
た

め
て
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
重
点
対
策
を

設
定
し
ま
し
た
。

①
津
波
対
策
の
充
実

②
避
難
対
策
・
帰
宅
困
難
者
対
策

の
充
実

③
情
報
収
集
体
制
の
強
化

④
医
療
救
護
対
策
の
充
実

⑤
災
害
対
策
本
部
組
織
の
強
化

る
協
定
」に
基
づ
き
、相
互
の
応
援

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

飲
料
水
や
食
糧
、
生
活
必
需

物
資
な
ど
の
供
給
対
策

・
備
蓄
に
当
た
り
、
災
害
時
要
援

護
者
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
方
に
配
慮
し
ま
す
。

・
企
業
な
ど
と
の
協
定
に
よ
り
、

流
通
備
蓄
を
拡
大
し
ま
す
。

防
災
訓
練
の
実
施

・
総
合
防
災
訓
練
や
津
波
対
応
訓

練
な
ど
、
住

民
や
防
災
関

係
機
関
な
ど

が
一
体
と

な
っ
た
参
加

型
の
防
災
訓

練
を
実
施
し

ま
す
。

公
共
施
設
の
安
全
対
策
、防
災

機
能
の
強
化

・
市
役
所
新
庁
舎
は
、
災
害
時
に

も
自
立
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
に

免
震
構
造
を
採
用
し
、
非
常
用
電

源
設
備
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

災
害
情
報
の
収
集
・
提
供
体
制

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
新
た
な
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
ま
す
。

・
外
国
籍
市
民
の
た
め
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
で
の
多
言
語

放
送
を
確
立
し
、
ウ
ェ
ブ
な
ど
も

多
言
語
表
記
を
拡
充
し
ま
す
。

・
国
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
る
情
報

連
絡
員
と
連
携
し
、
被
害
状
況
な

ど
の
情
報
を
受
伝
達
し
ま
す
。

建
築
物
な
ど
の
安
全
確
保
対
策

・
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
の
助

成
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

医
療
・
救
護
対
策

・
救
急
病
院
の
連
携
に
よ
り
、
迅

速
か
つ
効
率
的
な
医
療
救
護
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

教
育
対
策

・「
市
学
校
安
全
・
防
災
計
画（
地

震
・
津
波
対
策
編
）」に
基
づ
き
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。
ま
た
計
画
は
、
防
災
訓
練

な
ど
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
随

時
見
直
し
ま
す
。

業
務
継
続
計
画
の
策
定

・
事
業
者
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）の
策
定
と
、
そ
の
点
検
・

見
直
し
を
促
進
し
ま
す
。

　「災害対策基本法」に基づ
く計画です。計画は、ガイ
ドライン的な要素が強く、
防災対策の基本的な指針と
なっています。
　市地域防災計画は、今回
改訂した「地震災害対策計
画」を含め、四つの計画が
あります。
・ 「地震災害対策計画」
・ 「風水害対策計画」
・ 「東海地震に係る地震防
　災強化計画」
・ 「特殊災害対策計画」
　各計画は、本庁舎１階市
政情報コーナーや公民館な
どで、ご覧いただけます。

市地域防災計画とは

　津波浸水想定区域とバッファゾーン（予測の上で
は浸水しないが、予測の不確実性を考慮し、念のた
め浸水の注意を喚起する区域）にお住まいの方には
「地震・津波対応マニュアル」を、そのほかの区域に
お住まいの方には「地震対応マニュアル」を今号の広
報ひらつかと一緒に配ります。いずれもA4判です。
　届かない場合は防災危機管理課☎21―９７３４へ。

津波対策や避難対策、
帰宅困難者対策を強化
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指定が進む津波避難ビル

し
災
害
が
発
生
し
、
自

分
自
身
が
地
域
の
避
難

所
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
ど
う

い
う
対
応
を
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
昨
年
11
月
29
日
、

旭
南
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ん
ぽ
ぽ

と
旭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

旭
南
公
民
館
の
共
催
で
、
防
災

教
室「
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
」が
同
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
避
難
所
運

営
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
静
岡
県
が
開
発
し

ま
し
た
。

　

年
齢
や
性
別
な
ど
避
難
者
が

抱
え
る
事
情
が
書
か
れ
た
カ
ー

ド
を
、
体
育
館
や
教
室
に
見
立

て
た
平
面
図
に
ど
れ
だ
け
適
切

に
配
置
し
て
い
く
か
。
避
難
所

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

か
。
グ
ル
ー
プ
で
思
い
の
ま
ま

に
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、
話

取
り
組
み
は
今

し
合
っ
た
り
し
て
避

難
所
の
運
営
方
法
を

学
び
ま
す
。
地
域
で
、

実
際
に
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
場
合
、
災

害
時
要
援
護
者
へ
の

配
慮
を
し
な
が
ら
部

屋
割
り
や
炊
き
出
し

場
、
仮
設
ト
イ
レ
な

ど
の
生
活
空
間
の
確

保
の
ほ
か
、
避
難
所

に
殺
到
す
る
人
々
の

対
応
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

参
加
し
た
50
代
女
性

は「
避
難
所
で
の
生
活

や
問
題
点
を
具
体
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
」

と
感
想
を
話
し
ま
す
。

難
所
運
営
の
考
え
方
と

し
て
、「
自
助
」と「
共

助
」が
重
要
に
な
り
ま
す
。ゲ
ー

ム
に
参
加
し
た
若
宮
ハ
イ
ツ
自

治
会
の
三
木
正
夫
会
長
は「
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
以
外

に
も
、
外
国
人
ら
今
ま
で
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
被
災
者
も
出

て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
実

際
の
場
面
で
生
か
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
す
。

　
「
東
日
本
大
震
災
で
表
面
化

し
た
、
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
衛
生
面
な
ど
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
の
一
つ
」と
話
す
三
木

会
長
。「
自
主
防
災
組
織
は
、
班

長
ク
ラ
ス
ま
で
は
決
ま
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
班
員
も
し
っ
か

り
決
め
て
、
災
害
時
に
備
え
て

い
き
た
い
」と
気
を
引
き
締
め

ま
す
。

宅
困
難
者
対
策
訓
練（
１
面
記
事
）で
は
、

横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
か
ら
従
業
員
５
人

が
避
難
者
役
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
同
製
造
所

の
鍋
島
和
彦
製
造
所
長
代
理
は「
実
際
に
震
災
が

起
き
た
ら
、
駅
は
大
混
乱
に
な
る
。
訓
練
す
る
と

し
な
い
と
で
は
全
く
違
う
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
、
駅
に
人
が
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
」と
話
し
ま
す
。
訓
練
に
参
加
し
た

従
業
員
か
ら
は「
誘
導
や
事
前
の
準
備
が
き
ち
ん

と
し
て
い
れ
ば
、
安
全
に
避
難
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
訓
練
と
同
じ
日
に
、
社
内
で
も
帰
宅
困
難

者
対
策
と
し
て
図
上
訓
練
を
し
た
そ
う
で
す
。
各

部
門
の
防
災
担
当
者
を
集
め
て
、
帰
宅
困
難
者
が

発
生
し
た
際
の
手
順

を
確
認
し
ま
し
た
。

各
担
当
者
か
ら
は「
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、
従
業
員
に
帰

宅
し
な
い
よ
う
に
指

避難所運営をゲームで疑似体験

示
・
制
止
す
る
こ
と
が
実
際
に
で
き
る
の
か
」と

い
う
疑
問
の
声
も
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
鍋
島
製

造
所
長
代
理
は「
災
害
発
生
時
に
は
、
交
通
状
況

を
ど
こ
ま
で
把
握
で
き
る
か
が
課
題
で
す
。
従
業

員
に
は
、
む
や
み
に
動
か
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ

と
を
指
導
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

製
造
所
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
通
勤

圏
が
20
㌔
以
上
の
従
業
員
は
帰
宅
困
難
者

に
な
る
だ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
帰

宅
困
難
者
を
500
人
と
想
定
し
、
非
常
食
や
水
な
ど

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
帰
宅
困
難
者
の
た
め

に
、
会
議
室
を
一
時
滞
在
施
設
と
し
て
い
ま
す
。

　

鍋
島
製
造
所
長
代
理
は「
今
後
は
、
太
陽
光
発

電
で
夜
間
点
灯
す
る
外
灯
や
、
敷
地
内
に
あ
る
井

戸
水
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
の
非
常
電
源
を
強
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
課
題
を
挙
げ

ま
す
。「
ま
た
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
主
旨
で

は
、敷
地
内
に
200
㌧
の
貯
水
タ
ン
ク
が
あ
る
の
で
、

近
隣
に
も
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
」と

地
域
へ
の
協
力
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

企業の帰宅困難者対策は？

成
23
年
11
月
７
日
に
、

地
元
自
治
会
・
市
と
津

波
避
難
ビ
ル
に
関
す
る
三
者
協

定
を
締
結
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
シ

テ
ィ
平
塚（
代
官
町
）。
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
岩
見
喜
之

理
事
長
は「
地
域
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い

う
思
い
が
強
か
っ
た
」と
語
り

ま
す
。「
地
域
で
生
活
す
る
か
ら

に
は
、
お
互
い
に
助
け
合
う
気

持
ち
が
な
い
と
、
災
害
を
乗
り

切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」と

も
話
し
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
り
口
に
は

津
波
避
難
ビ
ル
を
示
す
ス
テ
ッ

カ
ー
の
ほ
か
、
一
時
退
避
し
て

き
た
方
々
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
張
り
紙
も
し
て
い
ま
す
。
市

防
災
危
機
管
理
課
は「
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
初

め
て
の
指
定
で
し
た
。
他
の
マ

ン
シ
ョ
ン
が
協
定
を
結
ぶ
上
で

の
先
行
事
例
と
し
て
、
地
盤
を

築
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」と

話
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
津
波
避
難
ビ
ル

の
指
定
を
考
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
な
ど
か
ら
、
話
を

聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。「
目
の
前
で
困
っ
て
い
る
方

が
い
れ
ば
、
少
し
で
も
力
に
な

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
自
然

と
湧
い
て
き
ま
す
。
津
波
避
難

ビ
ル
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
も

そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
実
際

の
災
害
時
も
対
処
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
岩
見
理
事
長
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
も

経
っ
て
い
な
い
の
に
、
人
々
の

記
憶
が
薄
れ
て
き
て
い
る
状
況

に
危
機
感
も
抱
い
て
い
ま
す
。

「
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
す
」と
、岩

見
理
事
長
は
力
を
込
め
ま
す
。

波
避
難
ビ
ル
は
、
大
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
時
か
ら
津
波
が
引
い
て
警
報

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
近

く
の
方
々
が
緊
急
か
つ
一
時
的

に
退
避
す
る
場
所
で
す
。

　

平
成
25
年
1
月
11
日
現
在
、

公
共
施
設
８
カ
所
を
含
め
、
60

カ
所
の
津
波
避
難
ビ
ル
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
約
４
万
５
０
０

０
人
の
一
時
退
避
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

津波避難ビルを表すステッカーの下には、
避難された方々への案内が張られています

H（hinanzyo 避難所）、Ｕ（unei 運営）、G（game ゲーム）

も

同

帰

津

平

避

•津波避難ビルの指定と拡充を進めています。
•津波ハザードマップを市民に周知し、避難訓
　練などを通して活用します。
•避難情報を迅速に発令するため、避難勧告な
　どの判断基準や、避難対象区域を定めます。
•津波警報などの発表時、市民への情報伝達を
　速やかに実施します。
•相模川と金目川の堤防整備を国・県へ要望し
　ます。
•水門の適切な管理体制を構築し、遠隔操作化
　を進めます。

•多数の帰宅困難者の発生に備え、帰宅困難者
　用一時滞在施設の指定と拡充を進めます。
•「むやみに移動しない」といった原則に基づ
　き、企業などの帰宅困難者対策を促進します。

•自治会や施設管理者、配備職員などで構成す
　る避難所運営委員会が主体となった避難所運
　営に努めます。
•プライバシー対策として、女性の視点による
　避難所運営やプライベート空間の確保に努め
　ます。

津　波　対　策

帰宅困難者対策

避　難　対　策

自
助
と
共
助
で

対
応
力
を
養
う

60
カ
所
を
確
保

地
域
と
の
接
点
を

対
策
は
地
域
も
含
め
て

情
報
収
集
が
鍵
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カ
フ
ェ
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
検
査
し
た

の
は
、
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
野
菜

や
実
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
コ

メ
、
友
人
か
ら
も
ら
っ
た
ワ
カ
メ

な
ど
。
い
ず
れ
も
放
射
性
物
質
は

検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
結
果
は

そ
の
場
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
市
の
ウ
ェ
ブ
で
も
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

利
用
目
的
は「
孫
に
食
べ

さ
せ
る
の
に
安
心
し
た
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
フ
ェ
の
田

中
良
治
さ
ん
は「
ま
ず
は
正

確
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
、
私
た
ち
の
知

識
や
情
報
も
提
供
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

マナー “アップ”ル
　12月11日に健康ウオーキング
が行われ、70人の参加者が保健
センターから平塚八幡宮まで、
往復約7.5㌔㍍を歩きました。
　４月からほぼ毎月参加してい
るという平塚２丁目の前田さん
は「健康のために歩くことを意
識しています。このようなイベ
ントがあると楽しんで参加でき
ますね」と話してくれました。

健康の秘
ひ

訣
けつ

  12月19日、平塚駅北口で落合
克宏市長や岩倉利光平塚警察署
長、湘南ひらつか織り姫の小泉
李緒さん（写真中央）、湘南ベル
マーレの吉

よし
濱
はま

遼平選手（左端）ら
が自転車の交通マナーアップを
呼び掛けました。アップとアッ
プルを掛けた岩手県花巻市産の
リンゴ１，０００個と啓発資料は、
瞬く間に配り終えました。

大
橋
付
近
で
７８９
羽
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ワ
ウ
。「
放
流
し
た
魚
を

食
べ
て
し
ま
う
」「
フ
ン
で
樹
木
が

枯
れ
て
し
ま
う
」な
ど
と
厄
介
者

扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ね
ぐ
ら
の
樹
木
を
伐
採
さ
れ

た
り
、
花
火
で
追
い
払
わ
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

ウ
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
、
万

葉
集
に
も
登
場
し
、
化
学
肥
料
が

出
回
る
前
は
フ

ン
が
肥
料
と
し

て
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
追

い
払
わ
れ
、
送

電
線
に
集
ま
る

姿
は
、
自
然
と

人
と
の
共
生
に

つ
い
て
考
え
さ

せ
ま
す
。

　

相
模
川
の
湘
南
銀
河
大
橋
下
流

側
に
あ
る
送
電
線
に
、
夕
方
に
な

る
と
カ
ワ
ウ
が
次
々
と
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
の
数
、
お
よ
そ
１００
羽
。
平
成

６
年
ご
ろ
か
ら
急
に
増
え
始
め
、

平
成
13
年
の
冬
に
は
寒
川
取
水
堰せ

き

の
上
や
茅
ケ
崎
の
小
出
川
に
架
か

る
送
電
線
を
含
め
て
、
湘
南
銀
河

残
さ
れ
た
場
所

参道つながる
　正月三が日、警察官の手信号
で、試験的に平塚八幡宮前の国
道1号の横断が実現しました。
　初詣に向かう多くの方が、大
門通りから平塚八幡宮へと真っ
すぐに続く参道を歩きました。

　

市
民
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
食
品

の
放
射
性
物
質
の
簡
易
検
査
を
、

12
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

市
民
活
動
団
体
と
市
と
の
協
働

事
業
と
し
て
、
予
約
受
付
は
市
民

情
報
・
相
談
課
消
費
生
活
担
当（
☎

20
―
５
７
７
５
）が
、
検
査
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ら
つ
か
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
心
・
安
全
を
確
認

市
長
こ
ら
む

　

市
議
会
12
月
定
例
会
で
、
静
岡

県
伊
豆
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
に
は
、

両
市
で
調
印
を
す
る
予
定
で
す
。

　

平
塚
市
は
昭
和
57
年
に
、
当
時

の
天
城
湯
ケ
島
町
と
市
民
休
養
の

郷さ
と

の
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
16
年
に
同
町
が
修
善
寺

町
、
土
肥
町
、
中
伊
豆
町
と
合
併

し
て
伊
豆
市
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、あ
ら
た
め
て
盟
約
を
締
結
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
両
市
は
小
学
生
の
交

流
や
市
民
ツ
ア
ー
な
ど
で
親
善
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
豆

市
は
平
塚
市
で
、
市
内
駅
伝
競
走

大
会
や
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
出
場
し
た
り
、
七
夕
ま

つ
り
で
天
城
連
峰
太
鼓
を
披
露
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
平
塚

市
は
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘（
現
在

は
伊
豆
市
所
有
の「
天
城
ふ
る
さ

と
広
場
山
荘
」）を
開
設
し
た
り
、

伊
豆
市
で
名
産
品
や
特
産
品
を
販

売
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
友
好
の
絆
を
深
め
て

い
く
た
め
、
平
塚
市
制
80
周
年
と

市
民
休
養
の
郷
締
結
30
周
年
を
機

に
今
年
度
、
新
た
に
友
好
都
市
と

し
て
提
携
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
本
市
の
友
好
都
市
は
岐
阜
県

高
山
市
、
岩
手
県
花
巻
市
に
次
い

で
３
市
目
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
市
職
員
時
代
に
、
当
時
の

天
城
湯
ケ
島
町
を
訪
れ
て
、
町
の

職
員
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
野

球
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
家
族
や
友
人
と
も
何
度
か
出

掛
け
て
、
特
産
の
ア
ユ
や
シ
イ
タ

ケ
、
ワ
サ
ビ
な
ど
の
料
理
も
楽
し

み
ま
し
た
。

　

い
ち
ば
ん
近
い
友
好
都
市
と
な

る
伊
豆
市
に
は
、
天
城
ト
ン
ネ
ル

や
浄
蓮
の
滝
、
土
肥
の
海
の
幸
、

中
伊
豆
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
、
見

ど
こ
ろ
、
美
食
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
修
善
寺
に
は
温
泉
に
加
え

て
日
本
競
輪
学
校
や
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
平
塚
競
輪
場
と
の
自
転

車
を
通
し
た
つ
な
が
り
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
友
好
都
市
提
携
を
機

に
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

新
た
な
交
流
を
広
げ
て
、
両

市
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
塚
市
長

伊
豆
市
と
友
好
都
市
に

1
月
納
期
の
市
税・手
数
料

　迫力あるレースを、
肌で感じませんか。
市営  ＦⅠ 
２月15日（金）～17日（日）
市営（前節）  ＦⅡ
２月28日（木）～3月2日（土）

問　平塚競輪場☎21―3935

湘南バンクへ　こう 　
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
第
8
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
7
期
）

③
介
護
保
険
料（
第
8
期
）

④
清
掃
し
尿
従
量
手
数
料（
第
10
期
）

納
期
最
終
日
　

1
月
31
日(

木)

問 

①
保
険
年
金
課
☎
21
―
８
７
７
５

　 

②
保
険
年
金
課
☎
21
―
９
７
６
８

　 

③
介
護
保
険
課
☎
21
―
８
７
９
０

　 

④
環
境
業
務
課
☎
21
―
８
７
９
６

行
平 

塚 

の 

旬　時間をかけて完熟させた
平塚産イチゴは大人気です。

問　農水産課☎35―８１０３

データ放送でマイタウン情報
　テレビ神奈川（３ch）の画面で、リ
モコンの「d」ボタンを押し、「マイタ
ウン情報」を選択すると、市のイベ
ント情報と災害・防災情報がご覧い
ただけます。
問　広報・情報政策課☎21―8761

消防指令を一本化
　12月25日、平塚市・大磯町・
二宮町は消防通信指令業務の共
同運用協議書に調印しました。
　消防指令システムの更新など
に合わせて平塚市に消防指令セ
ンターを新設。平成29年度から
1市2町の119番通報を扱います。
　共同整備で約4億円の整備費
や人員を削減し、消防力・災害
対応力の強化に振り向けます。

12
月
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
伊
豆
市

観
光
物
産
展
で
、
特
産
品
を
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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申
告
内
容
と
会
場

市
県
民
税
の
申
告

　

市
民
税
・
県
民
税
を
計
算
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
算
定
資
料

に
も
な
り
ま
す
。
収
入
が
な
い
方

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
確
定
申
告
す
る
方
や
、
給

与
収
入
だ
け
で
勤
務
先
が
市
に
給

与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
す
る
方

な
ど
は
申
告
不
要
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

　

下
の
チ
ャ
ー
ト
図「
申
告
内
容

と
会
場
」で
申
告
会
場
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
で
は
、
所

得
が
給
与
所
得
や
年
金
所
得
だ
け

の
方
ら
、
簡
易
な
申
告
の
方
だ
け

受
け
付
け
ま
す
。

　

還
付
申
告
書
は
１
月
か
ら
、
平

塚
税
務
署（
松
風
町
２
―
30
）で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」か

ら
、
簡
単
に
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

400
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場

付
額
は「
社
会
保
険
料
の
金
額
欄
」

で
確
認
で
き
ま
す
。

問　

①
は
保
険
年
金
課
保
険
税
担

当
☎
21
―
８
７
７
５
②
は
保
険
年

金
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
☎
21

―
９
７
６
８
③
は
介
護
保
険
課
☎

21
―
８
７
９
０
へ
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
を
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
申
告
し
た
方

の
う
ち
、
平
成
24
年
以
降
も
確
定

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は

「
お
知
ら
せ
は
が
き
」な
ど
で
平
成

24
年
分
の
確
定
申
告
に
必
要
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問　

固
定
資
産
税
課
☎
21
―
８
７

６
8納

付
額
を
１
月
中
に
通
知
し
ま
す

　

①
国
民
健
康
保
険
税
②
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
③
介
護
保
険
料

を
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
た

方
に
、
昨
年
１
年
間
の
納
付
額
を

１
月
中
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
確
定
申
告
の
際
に
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
だ
け
の
方

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送

付
さ
れ
る「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。納

合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
税
の
還
付
や
減

額
を
受
け
る
場
合
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
所
得
税
や
市
県
民
税
の

税
額
が
あ
る
方
は
、医
療
費
控
除
・

社
会
保
険
料
控
除
・
生
命
保
険
料

控
除
な
ど
を
追
加
し
て
申
告
す
る

こ
と
で
、
所
得
税
は
還
付
、
市
県

民
税
は
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

公
民
館
で
の
申
告
受
け
付
け

　

受
け
付
け
内
容
は
、
市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
と
同
じ
で
す
。
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
４
時（
※
旭
北
公
民
館
は
午
前

９
時
30
分
～
正
午
）で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

・
印（
認
め
印
で
も
可
）。

・
所
得
を
証
明
で
き
る
も
の（
給

与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の

原
本
な
ど
）。

・
生
命
保
険
料
、
地
震（
旧
長
期

損
害
）保
険
料
の
控
除
証
明
書
。

・
医
療
費
の
領
収
書（
領
収
書
を

入
れ
る
封
筒
は
各
自
用
意
）。

・
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な

ど
の
納
付
額
が
分
か
る
も
の
。

・
控
除
さ
れ
る
寄
付
金
の
領
収
書
。

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

る
方
は
、
昨
年
の
申
告
に
使
っ
た

収
支
内
訳
書（
控
え
）や
帳
簿
な
ど

収
支
の
分
か
る
も
の
。

・
還
付
の
方
は
振
込
先
の
分
か
る

も
の（
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
）。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
方
は
３
月
15
日

（
金
）ま
で
に
、
確
定
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。申
告
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

市
県
民
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
本

人
と
そ
の
扶
養
者
は
、
障
が
い
者

手
帳
な
ど
が
な
く
て
も
、
確
定
申

告
す
る
こ
と
で
障
が
い
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
は
①
要
介
護
４
～
５
で
、

要
介
護
認
定
の「
障
が
い
高
齢
者

の
日
常
生
活
自
立
度
」が
Ｂ
１
以

上
の
方
②
要
介
護
認
定
の「
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」

が
Ⅲ
以
上
の
方
③
身
体
障
が
い
者

１
～
６
級
に
準
ず
る
と
医
師
に
診

断
さ
れ
た
方
。

問　
高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

事
業
用
償
却
資
産
の
申
告

　

固
定
資
産
税
の
事
業
用
償
却
資

産
の
申
告
は
１
月
31
日（
木
）ま
で

で
す
。
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

事
業
用
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

本
庁
舎
１
階
⑥
番
窓
口
の
固
定
資

産
税
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
対
象
は
、
土
地
・
家
屋

を
除
く
事
業
用
償
却
資
産（
構
築

物
・
機
械
装
置
な
ど
）で
、
そ
の

減
価
償
却
費
が
、
損
金
・
必
要
経

確
定
申
告
は

　
　

３
月
15
日
ま
で
に

　

市
県
民
税
の
申
告
は
１
月
４
日（
金
）か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

は
２
月
18
日（
月
）か
ら
、
い
ず
れ
も
３
月
15
日（
金
）ま
で
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
期
間
の
初
日
や
最
終
日
、
月
曜
日
は
窓
口
が

大
変
混
雑
し
て
長
い
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
に
は
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
は
、
新
庁
舎
を
建
設
し
て
い
る
た
め
、
駐
車
場
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ご
来
庁
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く

か
、
平
塚
警
察
署
西
側
の
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課
☎
21
―
８
７
６
６
・
８
７
６
７

会
場

日
程

城
島
公
民
館
2
月
１
日（
金
）

豊
田
公
民
館
　
　
４
日（
月
）

岡
崎
公
民
館
　
　
５
日（
火
）

神
田
公
民
館
　
　
６
日（
水
）

旭
北
公
民
館
　
※
７
日（
木
）

金
田
公
民
館
　
　
８
日（
金
）

金
目
公
民
館
　
　
12
日（
火
）

吉
沢
公
民
館
　
　
13
日（
水
）

営業・農業などの事業所得、譲渡所
得などの分離課税がある申告や相談

国外所得や外国籍の方の申告
や相談がある

市県民税の申告

平成２4年分の確定申告で、所得
が給与や年金のみの方や医療費
控除の申告などの簡易な申告

確定申告の全般

平成２3年分以前の確定申告

住宅借入金等特別控除などの
申告や相談がある

市
県
民
税

所
得
税
の

市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル

駅
ビ
ル
６
階

ラ
ス
カ
ホ
ー
ル

市
役
所
１
階

⑨
番
窓
口

市
民
税
課

　ＮＰＯ（特定非営利活動）法人を条
例で指定する制度が始まります。指
定を受けたＮＰＯ法人への寄付金控
除が拡大されるなど、市民とＮＰＯ
法人の両者にメリットがあります。
市民のメリット
　指定ＮＰＯ法人に寄付した金額の
うち、県条例で指定されていれば４
㌫、市条例で指定されていれば６㌫
が、住民税から控除されます。
ＮＰＯ法人のメリット
　認定NPO法人になるための要件
の一つが、免除されます。認定NPO
法人になると社会的信用が高まり、
寄付金を集めやすくなります。

問　協働推進課☎21―７５３４

ＮＰＯへ寄付したときの
控除が拡大されます

　　１月25日（金）～27日（日）、午前９時～午
後５時（27日は午後４時まで）。①は26日・
27日だけ。中央公民館。
①芸能発表　フラダンス・マジック・朗
読・ジャズダンスなど。
②作品展示　水彩画・折り紙・写真・絵

手紙など。
③体験教室　バルーンアート・ステンド
グラス・気功・太極拳・シャンソンなど。
④模擬店　茶席・そば・おでん・甘酒・
綿菓子・東北支援物品の販売など。

問　中央公民館☎34―２１１１

ちゅうおうＦ
フ　ェ　ス　タ

ＥＳＴＡ　公民館まつり

　２月１日（金）～３月
21日（木）の平日と２
月24日・３月３日の日
曜日、午前８時30分
～午後５時（相談は午
前９時から、受け付
けは午後４時まで）。

　２月18日（月）～３月
15日（金）の平日と２
月24日・３月３日の日
曜日、午前８時30分
～午後５時（受け付け
は午後４時まで）。

　２月15日（金）まで
の平日、午前８時30分
～午後５時。
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災
害
時
協
定

No.1６

■
募
＝
応
募
方
法（
応
募
が
必
要

で
す
）　
問
＝
問
い
合
わ
せ

■
必
要
事
項
と
あ
る
場
合
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
へ
の
郵
便
物
は
、

〒
254
―
8686
平
塚
市
役
所
○
○
課
で

届
き
ま
す
。

■
募
集
開
始
日
の
記
載
が
な
い
場

合
、
1
月
21
日（
月
）午
前
8
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
メ
ー
ル
の
応
募
の
場
合

@

以

下
にcity.hiratsuka.kana

gaw
a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

JAビルかながわ
市民活動センター
消費生活センター（ ）

松原分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室くれよん

中央公民館

市役所・消防署
教育会館
青少年会館（青少年課）
中央図書館

美術館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつかアリーナ

保健センター

新館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR 平塚駅

駅前市民
窓口センター

応
募
方
法

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

郵
送･

フ
ァ
ク
ス･

メ
ー
ル

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

氏　
　

名

住 

所

往
復
は
が
き

返 信 往 信

記
入
例

　

市
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
備
え
る
た
め
、
災
害
時
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
以
降
に
、
津
波
避
難
ビ

ル
、
段
ボ
ー
ル
製
ベ
ッ
ド
、
要

援
護
者
が
避
難
す
る
た
め
の
福

祉
避
難
所
な
ど
、
80
件
の
協
定

を
締
結
し
、
１
月
11
日
現
在
、

178
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
災
害
時
に
有
効
な

協
定
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問　

防
災
危
機
管
理
課
☎
21
―

９
７
３
４

協定締結で
有事に備える

市
民
病
院
の
職
員

　

市
民
病
院
で
一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
。

　

①
薬
剤
師
、
若
干
名
②
嘱
託
薬

剤
師
１
人
。
試
験
は
①
が
２
月
中

旬
②
が
随
時
。採
用
は
４
月
１
日
。

詳
し
く
は
、
市
民
病
院
の
ウ
ェ
ブ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募　
病
院
総
務
課
☎
32
―
０
０
１
５

文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り

振
興
財
団
の
嘱
託
職
員

　

囲
碁
や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企

画
・
運
営
な
ど
を
し
ま
す
。

　

経
理
の
実
務
経
験
が
あ
る
方
、

若
干
名
。試
験
は
２
月
３
日（
日
）。

勤
労
会
館
。
採
用
は
４
月
１
日
。

募　

豊
原
分
庁
舎
２
号
館
３
階
の

文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
振
興

財
団
総
務
施
設
課
☎
35
―
８
１
０

８
に
あ
る
申
込
書
を
、
土
日
を
除

く
１
月
18
日（
金
）～
28
日（
月
）、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
本
人

が
直
接
、
同
課
へ
。
申
込
書
は
同

財
団
の
ウ
ェ
ブ
に
も
あ
り
ま
す
。

生
け
垣
へ
の
補
助
金

　

美
し
い
景
観
や
防
災
に
も
役
立

つ
生
け
垣
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

　

設
置
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、

設
置
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

支
給
額
は
１
㍍
に
つ
き
３
０
０

０
円
。
限
度
額
は
10
万
円
。

募　

み
ど
り
公
園
・
水
辺
課
☎
21

―
９
８
５
２

講
演
会「
平
塚
の
天
地
明
察
」

　

天
文
学
的
な
視
点
か
ら
、
地
球

環
境
が
宇
宙
に
与
え
る
影
響
な
ど

に
つ
い
て
、
市
博
物
館
長
が
話
し

ま
す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
鑑
賞

し
ま
す
。

　

２
月
６
日（
水
）午
後
２
時
～
４

時
。
博
物
館
。
70
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
、
必
要
事
項
を
環
境
政
策
課
☎

21
―
９
７
６
２
薨
21
―
９
６
０
３

kankyo-s-event@

へ
。

子
育
て
支
援
講
演
会

　

親
子
が
触
れ
合
う〝
タ
ッ
チ
ケ

ア
〟で
、
絆
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　

２
月
16
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
子
育
て
を

し
て
い
る
方
や
地
域
で
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方
ら
100
人（
先
着

順
）。
未
就
学
児
の
保
育
も
あ
り

ま
す
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
必
要
事
項（
保
育
を
希
望

の
方
は
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
も
）

を
１
月
18
日（
金
）か
ら
、
こ
ど
も

家
庭
課
☎
21
―
９
８
４
２
薨
21
―

９
７
３
８

kodom
okatei@

へ
。

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

　

再
利
用
可
能
な
家
具
を
修
理
・

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

50
個
程
度（
抽
選
）。一
人
１
点
。

修
理
費
程
度
を
負
担
。

募　
２
月
１
日（
金
）～
８
日（
金
）、

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
・
日

曜
日
も
可
、
８
日
は
正
午
ま
で
）

に
、
四
之
宮
７
―
３
―
５
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―
５
３
０
１
で

現
物
を
確
認
し
、申
込
書
を
直
接
、

同
プ
ラ
ザ
へ
。

囲
碁
の
級
位
認
定
大
会

　

11
級
以
下
は
３
月
２
日（
土
）、

10
級
以
上
は
３
日（
日
）。
午
前
９

時
15
分
受
け
付
け
開
始
、
10
時
対

局
開
始
。
市
民
セ
ン
タ
ー
。
県
内

在
住
の
級
位
者
。
２
５
０
０
円
・

高
校
生
以
下
１
２
０
０
円
。

募　

往
復
は
が
き
で
、必
要
事
項
・

年
齢
・
現
在
の
級
位
を
、
２
月
19

日（
火
）ま
で
に
、〒
254
―
0045
見
附
町

15
―
１
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く

り
振
興
財
団
☎
32
―
２
２
３
７
へ
。

銅
版
画
講
座

　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
作
品
を
作

り
ま
す
。

　

２
月
17
日
・
３
月
３
日
の
日
曜

日
、
全
２
回
、
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
。
２
回
と
も
参
加
で
き

る
中
学
生
以
上
の
方
16
人（
抽

選
）。
１
９
０
０
円
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
講
座
名
・
必
要
事
項
・
年

齢
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
、
１
月
24
日（
木
）ま
で

に
、
〒
254
―
0073
西
八
幡
１
―
３
―

３
美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１
薨
35

―
２
７
４
１

art-m
use@

へ
。

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
、
タ
イ
ト
ル

を「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
応
募
」に
。

求
職
者
の
た
め
の
就
職
面
接

会
直
前
セ
ミ
ナ
ー

　

２
月
21
日（
木
）に
平
塚
商
工
会

議
所（
松
風
町
2
―
10
）で
開
く
就

職
面
接
会
に
向
け
て
、
面
接
対
策

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

　

２
月
16
日（
土
）①
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
②
午
後
２
時

～
５
時
30
分
。
勤
労
会
館
。
①
は

40
歳
以
上
の
方
②
は
39
歳
以
下
の

方
、
各
50
人（
先
着
順
）。

募　

１
月
18
日（
金
）か
ら
産
業
振

興
課
☎
21
―
９
７
５
８
へ
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
、
ハ
イ
ド
ン
の
弦

楽
四
重
奏「
皇
帝
」な
ど
を
演
奏
し

ま
す
。

　

３
月
16
日（
土
）午
後
２
時

　４月から、高等学校などに進
学する方を支援します。
　40人以内（選考）。月額７,０００
円。次の条件を全て満たす方。
①市内在住②中学校を卒業・中
等教育学校前期課程を修了し、
今年、高等学校などに進学③経
済的な支援が必要④学業成績と
品行が良い⑤返還義務のない奨
学金を受けていない。
募　２月８日（金）までに、直接、
在籍（出身）中学校へ。平塚市立
中学校在籍（出身）以外の方は豊
原分庁舎１号館１階の学務課☎35
―８１１８にある申込書を直接、同
課へ。

←

　

交
流
サ
イ
ト「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」や
短
文
投
稿
サ
イ
ト「
ツ
イ
ッ

タ
ー
」な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）を
、
お
店
で
活
用
す
る
た

め
の
講
座
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
制
作
な
ど
も
し
ま
す
。

　

２
月
19
日
～
３
月
５
日
の
火
・

木
曜
日
、
全
５
回
、
午
後
７
時
～

９
時
。神
奈
川
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
レ
ッ

ジ（
代
官
町
11
―
39
）。
市
内
事
業

所
で
商
業
に
従
事
し
、
パ
ソ
コ
ン

で
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

で
き
る
方
25
人（
抽
選
）。
２
０
０

０
円
。

募　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
必
要

事
項
・
商
店
名
を
、２
月
１
日（
金
）

ま
で
に
商
業
観
光
課
☎
35
―
８
１

０
７
薨
35
―
８
１
２
５
へ
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

売
り
上
げ
ア
ッ
プ

　参加者全員に記録認定証を渡します。
　　３月３日（日）午前９時開会式、スタートは随時。荒天の場合は３月17
日（日）に延期。Ｓｈｏｎａｎ ＢＭＷ スタジアム平塚と総合公園周辺。
受け付けは当日の午前８時から、同スタジアム正面玄関で。市内在住・
在学の小学校５年生～中学生。中学生３㌔㍍、小学生２㌔㍍。
　雨天延期などの確認は、当日午前６時30分以降に市のウェブをご
覧いただくか、電話で当日午前６時30分〜７時30分にスポーツ課へ。
募　平塚球場内のスポーツ課☎31―３０６０にある申込書を直接、２月１
日（金）までに同課へ。
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開
演
。美
術
館
。200
人（
抽
選
）。

募　

往
復
は
が
き（
１
枚
で
２
人

ま
で
）で
、
参
加
者
全
員
の
必
要

事
項
を
、２
月
４
日（
月
）ま
で
に
、

〒
254
―
００７３
西
八
幡
１
―
３
―
３
美

術
館
☎
35
―
２
１
１
１
へ
。

家
計
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
講
座　

支
出
を
抑
え
る
防
衛
術
！

　

２
月
23
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。
教
育
会
館
。
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
40
人（
先
着
順
）。

募　

平
塚
市
勤
労
者
共
済
会
☎
35

―
３
３
９
９

県
立
職
業
技
術
校
の
４
月
生

　

東
八
幡
の
県
立
平
塚
高
等
職
業

技
術
校
は
３
月
末
で
閉
校
し
、
４

月
か
ら
開
校
す
る
西
部
総
合
職
業

技
術
校（
秦
野
市
桜
町
２
―
１
―

３
）に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

西
部
総
合
職
業
技
術
校
で
は
、

　「国際協力機構（JICA）が海外で
ボランティア活動をしている話
を、小学校の授業で聞いたのが、
私のボランティア活動の原点」と
話すのは、JICA青年海外協力隊
員の馬

ま

屋
や

原
は ら

愛さん（２９）。
　馬屋原さんは１月から２年間、ロ
シアの南・中国の西に位置する、
中央アジアのキルギス共和国に派

遣されます。「キルギスは、情報が
少ないため一言で言えば未知の
国。だからこそ魅力を紹介したい」
とほほ笑みます。
　現地では、観光スポットの開拓
や接客サービス向上のアドバイス
などをして、日本からの旅行客の
誘致を目指します。
　「持ち物の一つに平塚の海の写
真があります。キルギスは海に面
していないため、興味を持ってく
れると思います。同様に、キルギ
スの方にとっては当たり前だけ
ど、日本人が見たら感動する景色
などを現地でたくさん見つけたい
です」。熱い思いを胸に、馬屋原
さんは飛び立ちました。

青年海外協力隊員 馬屋原 愛さん

魅力を発掘し
旅行客を呼び込む

広告

低
炭
素
建
築
物
の
認
定
制
度

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る

た
め
に
、「
低
炭
素
建
築
物
」を
認

定
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

対
象
は
市
街
化
区
域
な
ど
で
、

新
築
・
増
築
・
改
築
・
修
繕
し
た
り
、

空
気
調
和
設
備
な
ど
を
設
置
・
改

修
し
た
り
す
る
場
合
な
ど
で
、
基

準
が
あ
り
ま
す
。

　

市
に
申
請
し
認
定
を
受
け
た
建

築
物
は
、
所
得
税
な
ど
の
優
遇
措

置
や
容
積
率
の
緩
和
な
ど
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

申
請
は
建
築
指
導
課
☎
21
―

９
７
３
２
、
税
の
優
遇
措
置
は
平

塚
税
務
署
☎
22
―
１
４
０
０
へ
。

市
民
病
院
の
広
報
紙
を
全
戸

配
布
し
ま
す

　

１
月
18
日（
金
）に
創
刊
し
て
、

最
新
の
医
療
情
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

発
行
は
１
月
・
４
月
・
７
月
・

10
月
の
年
４
回
で
す
。
創
刊
号
だ

け
全
戸
配
布
し
ま
す
。

募　

４
月
以
降
も
定
期
購
読
を
希

望
す
る
方
は
、
病
院
総
務
課
☎
32

―
０
０
１
５
へ
。

総
合
公
園
内
の
施
設
を
一
時
、

利
用
停
止
し
ま
す

　

園
内
の
設
備
修
繕
で
電
気
と
水

道
を
止
め
る
た
め
、
公
衆
ト
イ
レ

を
含
む
園
内
全
施
設
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

１
月
28
日（
月
）午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
。
時
間
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

市
民
活
動
展
示
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
市
民
活

動
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
月
28
日（
木
）ま
で
。
午
前
９

時
～
午
後
10
時
。
ひ
ら
つ
か
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
。
10
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
体
験
の
申
し

込
み
や
、
個
別
相
談
な
ど
を
受
け

る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
博
覧
会
」を
開

き
ま
す
。

問　
協
働
推
進
課
☎
21
―
７
５
３
４

湘
南
百
番
寄
席「
春
風
亭
柳
朝

独
演
会
」

　

３
月
９
日（
土
）午
後
５
時
30
分

開
演
。
市
民
セ
ン
タ
ー
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
１
月
20
日（
日
）午

前
10
時
か
ら
、
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
販
売
。
全
席
自
由
。
前
売
り

券
２
５
０
０
円
、
当
日
券
３
０
０

０
円
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り

←

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
・
電
気
・

室
内
設
計
施
工
・
庭
園
エ
ク
ス
テ

リ
ア
施
工
な
ど
の
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。
平
塚
公
共
職
業
安
定
所

（
松
風
町
２
―
７
）で
手
続
き
し

て
、
２
月
４
日（
月
）ま
で
に
同
校

へ
。
試
験
は
２
月
17
日（
日
）。

募　

神
奈
川
県
産
業
人
材
課
☎
045

―
210
―
５
７
１
５

ふ
る
さ
と
再
発
見「
湘
南
め

ぐ
り
」

　

藤
沢
の
名
所
・
旧
跡
を
歩
き
ま

す
。
龍
口
寺（
藤
沢
市
片
瀬
）で
写

経
体
験
な
ど
も
し
ま
す
。

　

３
月
９
日（
土
）①
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
１
時
②
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
。
小
雨
決
行
。
小
田

急
片
瀬
江
ノ
島
駅
に
集
合
、
遊
行

寺（
同
市
西
富
）で
解
散
。
約
６
・

５
㌔
㍍
。
小
学
校
高
学
年
以
上
で

全
行
程
歩
け
る
方
80
人（
抽
選
）。

１
０
０
０
円
・
小
学
生
５００
円
。
歩

き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く

　４月第３金曜日号から掲載する、
広告を募集します。現在の発行部
数は11万3,000部で、市内の全世
帯にポスティングしています。
●掲載号・面
　原則、毎月第３金曜日号の6・７面。
●１回当たりの掲載料
　１枠分（縦９６㍉㍍×横５９㍉㍍）、6
万円（この囲み記事と同じ大きさ）。
　　２枠分（縦９６㍉㍍×横１１８㍉㍍）、
10万円など。
募　郵送または直接、本庁舎３階
の広報・情報政策課☎２１ｰ８７６１に
ある申込書を２月18日（月）までに
同課へ。申込書などは、市ウェブ
にもあります。

広報ひらつかに広告を

振
興
財
団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２

２
３
７

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
の
開
放
日

　

２
月
12
日（
火
）午
前
９
時
～
午

後
５
時
。
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど
。
ア
リ
ー

ナ
半
面
。
用
具
な
ど
は
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問　

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
管
理
事

務
所
☎
25
―
０
０
１
１

不
登
校
相
談
会

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
活
動
紹
介

や
個
別
相
談
会
な
ど
を
し
ま
す
。

　

２
月
２
日（
土
）午
後
１
時
～
４

時
30
分
。
教
育
会
館
。

問　

県
教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育

支
援
課
小
中
学
校
生
徒
指
導
グ

ル
ー
プ
☎
045
―
210
―
８
２
９
２

だ
さ
い
。

募　

往
復
は
が
き（
１
枚
で
５
人

ま
で
）で
、
代
表
者
の
必
要
事
項

と
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
、２
月
14
日（
木
）ま
で
に
、

〒
251
―
8601
藤
沢
市
朝
日
町
１
―
１

藤
沢
市
観
光
課
内「
湘
南
め
ぐ
り
」

係
☎
０
４
６
６
―
50
―
３
５
３
１
へ
。

す
あなたはどうですか？

　１月26日（土）は「文化財防火デー」です。火
災や自然災害などから文化財を守るため、巡
回による防火基準の確認などをしています。
大切な文化財を、後世に残していきましょう。

問　社会教育課☎35―８１２４
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参
加
す
る
際
は
、
母
子
健

康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市

の
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
☎
５５
―
２
１
１
１

障
が
い
児
福
祉
手
当
・
特
別

障
が
い
者
手
当
の
受
給
申
請

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
が
な

く
て
も
申
請
で
き
ま
す
。
主
な
支

給
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
②
障
が

い
を
支
給
事
由
と
す
る
他
の
公
的

年
金
を
受
け
て
い
な
い
③
所
得
が

基
準
以
下
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

障
が
い
児
福
祉
手
当（
月
額
１
万

４
２
８
０
円
）

　

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す

る
障
が
い
が
あ
り
、
①
〜
③
の
全

て
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の
方
。

特
別
障
が
い
者
手
当（
月
額
２
万

６
２
６
０
円
）

　

①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
20

歳
以
上
の
方
で
ⓐ
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
障
が
い
が
２
つ

以
上
あ
る
か
ⓑ
肢
体
不
自
由
・
知

的
・
精
神
・
内
部
機
能
な
ど
の
障

が
い
が
あ
り
、ⓐ
と
同
程
度
の
方
。

問
　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４介

護
保
険
の
臨
時
認
定
調
査
員

を
募
集

　

被
保
険
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、

介
護
認
定
調
査
を
し
ま
す
。
介
護

支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

の
資
格
を
持
ち
、
介
護
支
援
専
門

員
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
15
人
程
度（
選
考
）。

　

２
月
21
日（
木
）。
東
附
属
庁
舎

２
階
Ａ
会
議
室
で
面
接
。
採
用
は

４
月
初
旬
。
時
給
は
１
６
０
０
円

で
、
交
通
費
は
別
途
支
給（
賃
金

は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

雇
用
期
間
は
６
カ
月
以
内
で
、
１

カ
月
以
上
の
中
断
期
間
を
挟
み
、

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
更
新
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
勤
務
は
週

１
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

募　

南
附
属
庁
舎
１
階
の
介
護
保

険
課
☎
21
―
８
７
９
０
で
、
１
月

18
日（
金
）か
ら
配
る
申
込
書
と
登

録
証
明
書
の
写
し
を
、
本
人
が
直

接
、
２
月
１
日（
金
）～
８
日（
金
）

に
同
課
へ
。

健
康
教
室
　
健
診
で
脂
質
代

謝
注
意
と
言
わ
れ
た
ら

　

保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
40
人（
先
着
順
）。

①
講
話
編　

２
月
21
日（
木
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
。
希
望
者
に
は

血
管
年
齢
を
測
り
ま
す
。

②
食
生
活
実
践
編　

３
月
１
日

（
金
）午
前
10
時
～
午
後
１
時
。
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
布
巾
。
400
円
。

募　

①
は
電
話
で
②
は
は
が
き

で
、
教
室
名
・
開
催
日
・
必
要
事

項
・
生
年
月
日
を
〒
254
―
0082
東
豊

田
448
―
３
健
康
課
☎
55
―
２
１
１

１
へ
。

受
領
委
任
払
制
度
を
利
用
す

る
事
業
者
の
た
め
の
説
明
会

　

介
護
保
険
の
適
用
と
な
る
住
宅

の
改
修
で
、
受
領
委
任
払
制
度
を

利
用
す
る
事
業
者
は
、
説
明
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
14
日（
木
）午
後
４
時
〜
５

時
30
分
。
南
附
属
庁
舎
２
階
Ｅ
会

議
室
。

募　

２
月
６
日（
水
）ま
で
に
、
介

護
保
険
課
☎
21
―
８
７
９
０
へ
。

生
涯
を
通
じ
て
歯
を
健
康
に

　

歯
の
手
入
れ
方
法
の
講
演
で
す
。

　

２
月
17
日（
日
）午
後
１
時
開

演
。
平
塚
商
工
会
議
所（
松
風
町

２
―
10
）。
200
人（
当
日
先
着
順
）。

問
　
平
塚
歯
科
医
師
会
事
務
局
☎

26
―
８
２
５
５

日
赤
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

２
月
17
日（
日
）正
午
〜
午
後
４

時
。
青
少
年
会
館
。
中
学
生
を
除

く
15
歳
以
上
の
方
20
人（
抽
選
）。

１
５
０
０
円
。

募　

は
が
き
で
、
必
要
事
項
・
生

年
月
日
・
講
習
日
・
講
習
会
名
を
、

２
月
１
日（
金
）ま
で
に
、
福
祉
総

務
課
☎
21
―
９
８
６
２
へ
。

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
金
目

観
音
と
緑
の
里
山
を
歩
こ
う

　

２
月
12
日（
火
）午
前
９
時
15
分

～
午
後
０
時
30
分
。
当
日
午
前
７

時
ご
ろ
の
横
浜
の
降
水
確
率
が
50

㌫
以
上
の
場
合
は
13
日（
水
）に
延

期
、
13
日
も
50
㌫
以
上
の
場
合
は

﹁ 輝き放つ﹂
　山の峰から光が放たれているかのような夕日の位置で、空一
面が輝く、幻想的な写真を撮ることができました。（平成24年12
月上旬、平塚海岸で撮影）

東海大学1年　写真部　吉岡英治さん（19）

渋田川

至平塚駅

真土小

湘南車検場

総合公園

「湘南車検場前」
バス停

保健センター
渋田大橋

県道606号
大島明石線

真土金目線
消防大野出張所

東豊田

車検場入口
（休日・夜間急患診療所）

保
健
セ
ン
タ
ー

東
豊
田
448
―
3

会 場

2

FEB.

月

中
止
。
吉
沢
公
民
館（
上
吉
沢
395
）

集
合
・
解
散
。
約
７
・
５
㌔
㍍
。

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
。
お
持

ち
の
方
は
歩
数
計
。

問
　
健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

特
定
健
診
と
健
康
診
査
な
ど

は
２
月
末
ま
で
に

　

次
に
該
当
す
る
方
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
②
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
③
40

歳
以
上
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
④
40
歳
以
上
で
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
⑤
成
人
歯
科
検
診
対
象
の
40
・

50
・
60
・
70
歳
の
方
。

問
　
①
は
保
険
年
金
課
☎
21
―
８

７
７
６
②
～
⑤
は
健
康
課
☎
55
―

２
１
１
１
へ
。

◆
育
児
相
談

　

６
日
・
13
日
・
20
日
の
水
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
。
身

体
計
測
や
生
活
・
食
事
・
母
乳
・

歯
の
衛
生
な
ど
、
育
児
に
関
す
る

相
談
が
で
き
ま
す
。

◆
乳
児
の
個
別
健
康
診
査

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
４
カ
月
児
・

８
～
10
カ
月
児
。
実
施
医
療
機
関

の
一
覧
表
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
ウ
ェ
ブ
で
配
っ
て
い
ま
す
。

◆
歯
科
健
康
診
査（
予
約
制
）

　

13
日（
水
）午
後
１
時
～
２
時
30

分
。
28
日（
木
）午
前
９
時
～
10
時

30
分
。
２
歳
１
カ
月
児
～
２
歳
６

カ
月
児
。
歯
の
健
康
診
査
や
フ
ッ

素
塗
布
の
体
験
・
相
談
な
ど
。

◆
母
親
父
親
教
室　

★
プ
レ
パ
パ
＆
マ
マ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室（
予
約
制
）　

２
日（
土
）午

前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。

妊
婦
と
ご
家
族
。
体
調
管
理
の
た

め
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
調
理
実

習
や
講
話
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

★
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど　

２
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
。
妊
婦
と
ご
家
族
。

★
お
産
の
進
み
方
と
産
後
の
過

ご
し
方
な
ど　

15
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
15
分
。
妊
娠
８
カ

月
以
降
の
方
と
ご
家
族
。
祖
父
母

教
室
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

★
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
、
妊
婦
体

験　

25
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
。
妊
娠
８
カ
月
以
降
の

方
と
ご
家
族
。

◆
子
育
て
教
室（
予
約
制
）

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
学
べ
る
体

験
教
室
で
す
。

★
す
く
す
く
子
育
て
教
室　

20

日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
15

分
。
５
～
６
カ
月
児
。
育
児
や
赤

ち
ゃ
ん
の
病
気
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操

な
ど
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

★
歯
っ
ぴ
い　

は
み
が
き
教
室

　

23
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
。

１
歳
３
カ
月
～
１
歳
６
カ
月
児
。

歯
み
が
き
イ
ヤ
イ
ヤ
克
服
編
。
歯

の
手
入
れ
方
法
を
学
べ
ま
す
。

◆
離
乳
食
教
室（
予
約
制
）

　

離
乳
食
の
進
め
方
な
ど
、
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
た
コ
ー

ス
で
す
。

★
５
～
６
カ
月
児　

28
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分
。

★
７
～
８
カ
月
児　

１
日
・
22

日
の
金
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時
。

★
９
カ
月
児
～
１
歳
６
カ
月
児

　

26
日（
火
）午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
。

　

平
塚
市
障
が
い
者
団
体
連
合
会

40
周
年
記
念
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

医
師
で
作
家
の
鎌
田
實み

の
る
さ
ん

の
講
演
や
、和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
。

　

２
月
３
日（
日
）午
後
１
時
～
４

時
30
分
。
中
央
公
民
館
。

問
　
同
連
合
会
の
堀
内
☎
31
―
５

８
９
９

　

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

ギ
タ
ー
合
奏
・
小
編
成
・
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
演
奏
な
ど
。

　

２
月
23
日（
土
）午
後
１
時
～
３

時
30
分
。
中
央
公
民
館
。

問
　
ギ
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
湘
南
の
南

雲
☎
32
―
０
１
０
２

　

思
い
出
を
彩
る
心
の
歌「
歌
い

継
ご
う
日
本
の
歌
」コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月
２
日（
土
）午
後
２
時
開

演
。
中
央
公
民
館
。
曲
目
は「
早

春
賦
」「
花
は
咲
く（
震
災
復
興
ソ

ン
グ
）」な
ど
。
２
０
０
０
円
。

問
　
平
塚
芸
術
文
化
実
行
委
員
会

の
宮
川
☎
31
―
９
５
８
４

　

事
前
応
募
の
必
要
が
な
い
イ
ベ

ン
ト
に
限
り
ま
す
。
団
体
・
講
座

な
ど
の
会
員
や
受
講
者
の
募
集
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

　

受
付
期
間
は
掲
載
希
望
月
の
2

カ
月
前
の
1
日
〜
月
末
最
終
日
の

午
後
5
時
。
掲
載
対
象
は
市
内
で

活
動
す
る
個
人
ま
た
は
団
体（
申

込
者
ま
た
は
申
込
団
体
の
代
表
者

が
市
内
在
住
の
方
に
限
る
）。

募　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
本
庁
舎
3
階
の
広

報
・
情
報
政
策
課
☎
21
―
８
７
６

１
薨
21
―
９
６
１
３

kohohira
@

や
市
の
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書

を
同
課
へ
。 利

用
方
法




